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一 

 



 

先
に
、
提
出
し
た
質
問
主
意
書
（
一
九
九
四
年
一
二
月
八
日
付
）
に
対
し
、
五
十
四
日
間
と
い
う
長
い
期
間
を
経
て
答
弁
が

な
さ
れ
た
。 

し
た
が
っ
て
、
質
問
を
検
討
し
て
答
弁
す
る
に
は
充
分
過
ぎ
る
時
間
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
答
弁
書
に
は
、
質
問

の
趣
旨
を
ま
っ
た
く
無
視
し
た
答
弁
が
数
多
く
あ
っ
た
。
衆
議
院
規
則
第
一
五
九
条
に
は
『
内
閣
の
答
弁
書
が
要
領
を
得
な
い

と
き
は
、
質
問
者
は
、
更
に
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
』
と
あ
る
が
、
答
弁
書
を
受
け
取
っ
た
と
き
に
は
第 

 

一
三
二
回
国
会
が
開
会
さ
れ
て
お
り
、
第
一
三
二
回
国
会
衆
議
院
科
学
技
術
委
員
会
に
お
い
て
も
、
同
様
の
趣
旨
の
質
問
を
し

た
が
明
快
な
答
弁
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
改
め
て
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

わ
が
青
森
県
に
お
い
て
は
、
子
子
孫
孫
末
代
ま
で
危
険
な
廃
棄
物
と
永
久
に
生
活
を
共
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、

恐
怖
と
不
安
に
県
民
は
襲
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
恐
怖
と
不
安
の
中
で
毎
日
生
活
す
る
の
は
青
森
県
民
で
あ
る
。
青
森
県
民
を
代

表
し
て
再
度
、
質
問
を
す
る
。
質
問
を
正
面
か
ら
受
け
止
め
明
快
か
つ
明
確
な
答
弁
を
求
め
る
。 

平
成
六
年
一
一
月
一
六
日
付
青
む
つ
第
五
〇
一
号
「
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
的
な
処
分
に
つ
い
て
（
照
会
）
」
に 

 

対
し
て
、
科
学
技
術
庁
は
田
中
眞
紀
子
長
官
名
の
平
成
六
年
二
月
一
九
日
付6
原
第
一
四
八
号
「
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物 

返
還
ガ
ラ
ス
固
化
体
の
仕
様
と
貯
蔵
管
理
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

の
最
終
的
な
処
分
に
つ
い
て
（
回
答
）
」
（
以
下
「
回
答
書
」
と
い
う
。
）
で
回
答
を
し
て
い
る
。
以
下
の
質
問
は
、
「
科
学 

 
 

 
 

技
術
庁
長
官
田
中
眞
紀
子
」
名
の
「
回
答
書
」
の
内
容
に
つ
い
て
で
あ
り
、
日
本
原
燃
及
び
電
気
事
業
者
の
青
森
県
へ
の
回
答

に
つ
い
て
の
質
問
で
は
な
い
。 

一 

「
回
答
書
」
の
性
格
に
つ
い
て 

4 

確
約
書
・
保
証
書
で
も
な
く
、
強
制
力
・
拘
束
力
も
な
い
と
す
れ
ば
「
回
答
書
」
は
青
森
県
に
と
っ
て
「
青
森
県
を
処

分
予
定
地
に
選
定
し
な
い
」
、
「
管
理
期
間
三
〇
年
間
か
ら
五
〇
年
間
で
搬
出
す
る
」
こ
と
を
科
学
技
術
庁
が
約
束
し
た 

 

こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
良
い
か
。 

3 

確
約
、
保
証
、
強
制
、
拘
束
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
根
拠
は
何
か
。 

2 

「
回
答
書
」
は
、
国
、
電
気
事
業
者
、
日
本
原
燃
、
実
施
主
体
の
い
ず
れ
か
に
対
し
て
強
制
力
、
拘
束
力
を
持
つ
も
の

な
の
か
。
何
を
確
約
・
保
証
し
、
何
を
強
制
・
拘
束
す
る
も
の
な
の
か
。 

1 

こ
の
「
回
答
書
」
は
、
「
青
森
県
を
処
分
予
定
地
に
選
定
し
な
い
」
、
「
管
理
期
間
三
〇
年
間
か
ら
五
〇
年
間
で
搬
出 

 
 

す
る
」
こ
と
を
科
学
技
術
庁
が
青
森
県
に
約
束
し
た
国
の
確
約
書
又
は
保
証
書
に
な
る
の
か
。
な
る
の
か
、
な
ら
な
い
の

か
。 

四 

 



 

二 
処
分
予
定
地
の
「
選
定
」
と
処
分
地
の
「
決
定
」
に
つ
い
て 

4 

処
分
予
定
地
の
選
定
が
地
元
の
了
承
な
し
に
は
行
わ
れ
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
青
森
県
以
外
の
都
道
府
県
、
市
区
町
村 

3 

処
分
に
係
る
事
業
を
許
可
す
る
に
必
要
な
法
制
度
等
に
つ
い
て
は
、
今
後
整
備
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
あ
る
。
『
こ
の
よ

う
な
状
況
』
で
科
学
技
術
庁
は
、
青
森
県
が
処
分
地
に
選
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
何
故
言
い
切
れ
る
の
か
。 

2 

『
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
は
』
青
森
県
が
処
分
地
に
選
定
さ
れ
な
い
こ
と
を
科
学
技
術
庁
が
、
「
確
約
」
又
は 

 

「
保
証
」
し
た
と
い
う
こ
と
な
の
か
。 

1 

処
分
予
定
地
の
選
定
に
は
、
科
学
技
術
庁
の
意
向
、
意
志
が
事
業
実
施
主
体
に
反
映
さ
れ
強
制
力
、
拘
束
力
を
持
つ
の

か
。
そ
れ
と
も
処
分
予
定
地
の
選
定
は
、
処
分
事
業
実
施
主
体
の
み
に
よ
っ
て
選
定
さ
れ
る
の
か
。 

「
回
答
書
」
に
は
『
処
分
事
業
の
実
施
主
体
に
よ
り
処
分
予
定
地
の
選
定
が
さ
れ
る
』
、
『
処
分
予
定
地
の
選
定
は
地
元 

 

の
了
承
な
し
に
行
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
』
、
『
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
は
、
青
森
県
が
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の 

 

処
分
地
に
選
定
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
』
と
、
「
答
弁
書
」
に
は
『
処
分
に
係
る
事
業
を
許
可
す
る
に
当
た
り
必
要 

 
 

な
法
制
度
等
に
つ
い
て
は
、
今
後
整
備
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
』
と
あ
る
。 

違
う
と
す
れ
ば
、
確
約
、
保
証
、
強
制
、
拘
束
し
な
い
も
の
が
何
を
ど
う
約
束
で
き
る
の
か
。 

五 

 



 

三 

管
理
期
間
に
つ
い
て 

1 

長
期
計
画
で
貯
蔵
管
理
期
間
を
三
〇
年
間
か
ら
五
〇
年
間
と
す
る
根
拠
は
何
か
。
ま
た
、
長
期
計
画
は
、
貯
蔵
管
理
期

間
を
三
〇
年
間
か
ら
五
〇
年
間
だ
と
強
制
、
拘
束
す
る
も
の
な
の
か
。 

回
答
書
に
は
『
・
・
・
管
理
期
間
は
三
〇
年
間
か
ら
五
〇
年
間
と
さ
れ
、
管
理
終
了
時
点
で
は
、
電
気
事
業
者
が
最
終
的

な
処
分
に
向
け
て
搬
出
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
科
学
技
術
庁
と
し
て
は
、
・
・
・
管
理
期
間
の
終
了
時
点
で
ガ
ラ
ス
固 

 

化
体
が
当
該
施
設
よ
り
搬
出
さ
れ
る
よ
う
指
導
し
て
い
く
所
存
で
す
。
』
と
あ
る
。 

答
弁
書
に
は
『
管
理
期
間
の
終
了
に
つ
い
て
は
、
今
後
日
本
原
燃
及
び
電
気
事
業
者
が
協
議
し
て
決
定
さ
れ
る
も
の
と
承

知
し
て
い
る
。
ま
た
、
処
分
に
当
た
っ
て
の
ガ
ラ
ス
固
化
体
に
関
す
る
基
準
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
さ
れ
る
こ
と
と
な 

る
。
』
、
『
管
理
期
間
に
つ
い
て
は
・
・
・
日
本
原
燃
及
び
電
気
事
業
者
が
三
十
年
間
か
ら
五
十
年
間
と
決
定
し
た
も
の
と 

 
 

承
知
し
て
い
る
。
』
と
あ
る
。 

行
き
先
の
な
い
ガ
ラ
ス
固
化
体
は
、
青
森
県
で
の
管
理
期
間
が
延
長
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
な
ら
な
い 

 

と
い
う
保
証
は
あ
る
の
か
。 

が
拒
否
し
た
場
合
に
は
、
選
定
不
可
能
と
い
う
事
態
も
あ
り
得
る
。 

六 

 



 

7 

『
処
分
に
当
た
っ
て
の
ガ
ラ
ス
固
化
体
に
関
す
る
基
準
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
』
の
に
何 

 

故
、
管
理
期
間
は
三
〇
年
間
か
ら
五
〇
年
間
だ
と
決
定
で
き
る
の
か
。 

6 

そ
の
決
定
に
科
学
技
術
庁
の
承
認
は
必
要
な
い
の
か
。
日
本
原
燃
及
び
電
気
事
業
者
が
勝
手
に
決
定
で
き
る
の
か
。 

5 

管
理
期
間
の
終
了
は
、
日
本
原
燃
及
び
電
気
事
業
者
が
協
議
し
て
決
定
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
最
長
及
び
最
短
管
理
期

間
の
終
了
は
何
年
か
。 

4 

管
理
期
間
は
、
日
本
原
燃
及
び
電
気
事
業
者
が
三
〇
年
間
か
ら
五
〇
年
間
と
決
定
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
の
決
定
に

科
学
技
術
庁
は
い
つ
承
認
し
た
の
か
。
又
は
承
認
を
必
要
と
し
な
い
の
か
。 

3 
回
答
書
で
科
学
技
術
庁
は
、
管
理
期
間
を
三
〇
年
間
か
ら
五
〇
年
間
と
し
て
い
る
。
科
学
技
術
庁
が
管
理
期
間
を
三
〇

年
間
か
ら
五
〇
年
間
と
決
定
し
た
の
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の
様
に
決
定
し
た
の
か
。 

2 

管
理
基
準
と
な
る
も
の
は
発
熱
量
か
。
発
熱
量
が
何
Ｋ
Ｗ
に
な
る
と
管
理
期
間
は
終
了
な
の
か
。 

ま
た
、
「
答
弁
書
」
に
『
管
理
施
設
に
ガ
ラ
ス
固
化
体
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
後
、
五
十
年
と
い
う
期
間
の
満
了
ま
で
に 

 

当
該
ガ
ラ
ス
固
化
体
を
最
終
処
分
地
等
へ
搬
出
す
る
と
の
契
約
書
に
基
づ
く
義
務
を
有
し
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。
』 

日
本
原
燃
及
び
電
気
事
業
者
に
よ
っ
て
管
理
期
間
は
勝
手
に
決
定
で
き
る
の
か
。 

七 

 



 

 

八 

と
あ
る
が
、
処
分
に
当
た
っ
て
ガ
ラ
ス
固
化
体
の
基
準
が
な
い
の
に
何
故
、
管
理
期
間
が
五
〇
年
以
内
と
決
め
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
。 

8 

日
本
原
燃
及
び
電
気
事
業
者
が
協
議
し
て
、
管
理
期
間
を
三
〇
〇
年
間
か
ら
五
〇
〇
年
間
に
変
更
決
定
し
契
約
書
も
変

更
し
た
場
合
科
学
技
術
庁
は
、
管
理
期
間
終
了
五
〇
〇
年
ま
で
の
管
理
施
設
か
ら
の
搬
出
を
指
導
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も

変
更
前
の
管
理
期
間
終
了
五
〇
年
ま
で
の
管
理
施
設
か
ら
の
搬
出
を
指
導
す
る
の
か
。
そ
の
指
導
に
法
的
根
拠
に
基
づ
く

強
制
力
は
あ
る
の
か
。 

右
質
問
す
る
。 


